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欠陥に着目した最先端の物質科学

感染症とのたたかい

数学研究の一断章

切れ味の良い分子を自然界に求めて

第46回

第47回

第48回

第49回

第50回

第51回

まつ なが　      かつ ゆき

しば やま　     けい   ご

うえ   だ          よし みち

  さ   さ  き　    しげひろ

きた                まさ   き

   やなぎ  はら　      みつ よし

年間スケジュール　※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策に配慮して行います。また、今後の状況により中止になる場合もございます。

※今後内容が変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

経済学をなぜ学ぶか？ 
経済学をどう学ぶか？

世界は複数存在する？
― 文化相対主義と自然相対主義 ―

経済学研究科 
社会経済システム専攻

生命農学研究科 
応用生命科学専攻

多元数理科学研究科
多元数理科学専攻

行 き た い 想 い が 加 速 す る

名大研究室の 扉  in 河合塾
2022年

第48回
理学部

日　　時：9月4日●日  14：00～16：00
会　　場：河合塾 千種校

数学研究の一断章

講 演 者：植田 好道 教授（                           ）
うえ だ   よしみち

大学院生：・理学研究科 生命理学専攻（植物発生遺伝学）
 ・理学研究科 理学専攻（物理化学、ナノ材料化学）

講演内容

内　容
①名大教員による最先端研究についての講演（約50分）
②大学院生による大学生活や研究についての講演（約40分）
③講演者や大学院生と参加者による懇談会（約25分）

私は大学で数学の教育・研究を生業としています。
教育面は大きなウエイトを占めていますが、今回は「研
究室の扉」ということで日々の研究の一側面を、その
本質をできる限り損なわず、しかし予備知識を仮定し
ない形でお話しすることを試みます。特に研究の現場
の雰囲気を少しでも垣間見てもらうことに主眼をおき
ます。なお、私は作用素環論という1930年ごろに鬼
才フォン・ノイマンにより生み出された分野の研究を
行っています。この分野になんらかの形で接点を持つ
話題になります。

共催

中学生・
高校生・高卒生
保護者様対象

理学部

参加無料 要申込

※河合塾生以外の方も
　ご参加いただけます。

多元数理科学研究科
多元数理科学専攻

申込方法

当日のご案内

Web インターネット申込

お問い合わせ先

共催：東海国立大学機構 名古屋大学・学校法人 河合塾

受付開始：第46・47回 6/1（水）、第48・49回 7/1（金）、第50・51回 9/1（木）

●当日はマスクの着用をお願い致します。 ●会場は、校舎ロビー等の掲示板にてお知らせします。 
●事前にお申し込みでない方は、入場をお断りします。 ●筆記用具をご持参ください。
●講演開始10分前までに会場へお入りください。 ●ご来塾の際は、公共交通機関をご利用ください。

「個人情報の保護に関する事項」について 河合塾グループは、ご記入いただいた個人情報を厳重に取り扱い、適正な個人情報の管理を実施します。
①利用目的
・お申し込み手続き、および確認の連絡
・円滑なイベントの受付および当日の運営
・個人を特定できない方法・形式による統計資料の作成、

および各種アンケートなどによる資料作成協力の依頼
なお、記入された「カナ氏名」「生年月日」などの項目を利
用して、河合塾グループが主催する講習、模擬試験、イ
ベントなどへのご参加の履歴情報と結びつけ、進学や進
路選定、および学校生活にお役に立つ情報の提供をは
じめとする河合塾グループからの各種ご案内をさせてい
ただくこともございます。

②個人情報提供の任意性
個人情報の提供は任意です。ただし、提供されない個人
情報がある場合、左記①の利用目的に記載の諸手続や
処理、またサービス提供など支障が生じる場合があります。
あらかじめご了承ください。

③個人情報の訂正・削除
個人情報の訂正・削除を希望される場合は、その旨お申
し出ください。速やかに必要な手続きをお取りいたします。

④個人情報の共同利用
「個人情報の取り扱いに関しての契約」を取り交わした
河合塾グループ内の法人（教育関連事業を営む学校法
人と株式会社）が河合塾グループからのご案内のため共

同利用します。共同利用する法人の範囲は河合塾グ
ループホームページをご覧ください。
www.kawaijuku.jp/privacy/#about_shared

⑤個人情報の取扱の委託
個人情報の取り扱いの一部または全部を、河合塾グ
ループ内の法人以外に委託する場合は、個人情報を適
切に取り扱っていると認められる委託先を選定し、「個人
情報の取り扱いに関しての契約」を取り交わすとともに
適正な管理および監督を行います。

⑥ご自分以外の方の個人情報の提供
お客さまが、自分以外の方の個人情報を河合塾グルー
プに提供される際には、必ずその方から、お客さまが河合

塾グループに対してその方の個人情報を提供すること、
河合塾グループでの利用目的についてご同意いただい
たうえで、ご提供ください。

⑦中学生以下の方の個人情報の提供
ご本人が満14歳未満の方、もしくは幼児から中学生まで
のサービスで、個人情報を当グループに提供される際は、
必ずその保護者（法定代理人を含む）の方の同意のもと
でご提供ください。

⑧個人情報管理責任者
学校法人 河合塾 顧客情報管理部長

⑨個人情報の取り扱いに関するお問い合わせ先
学校法人 河合塾 顧客情報管理部

　　0120-735-041
E-mail:kokyaku@kawai-juku.ac.jp 
受付時間：12：00～18：00

（日曜・祝日および12/31～1/3は受付を行いません。）
＊お問い合わせの際にいただく個人情報は、お問い合わせへ

の対応のみに利用いたします。
＊正確な応対と対応品質向上のため、通話内容を録音させて

いただいております。

●お子様のお名前・ご連絡先で登録・お申し込みください。 ●定員になり次第、受付を締め切らせていただきます。

パソコン・スマートフォンから 
https://www.kawai-juku.ac.jp/event/spc/tokai/meidai/

河合塾　名大研究室の扉

Webでお申し込みいただけます。下記の「『個人情報の保護に関する事項』について」に
同意されたうえでお申し込みください。

（052）735-1588（受付時間10：00～18：00）

河合塾  千種校 〒464-8610　名古屋市千種区今池2-1-10

22-C52-322



2014～2021年度に渡って実施された「名大研究室の扉」では、各回の講演者の専門分野かつ最先端の研究内容や、大学院生の研究を志すきっかけ、
研究以外の学生らしい私生活のお話などについて講演していただきました。ここでは当時の懇談会で参加者から出た質問や感想をご紹介します。

模擬試験

過去の「名大研究室の扉 in 河合塾」の様子

懇談会での質問（抜粋）
参加者の感想（抜粋）

過去の「名大研究室の扉 in 河合塾」の様子はこちらから！

河合塾　イベントレポート

2014年から2021年までの「名大研究室の扉 in 河合塾」の実施内容のレポートをご覧いただけます。
第１回～第４５回の各学部講演者の話や、懇談会の内容、参加者の感想を掲載していますので、ぜひご覧ください。

〈閲覧はこちらから〉

2022年度　名大入試オープンについて

河合塾の広範なネットワークにより、全国の名大志望者が受験する「名大入試オープン」
は、実戦力養成に最適な模試です。受験後には、講師による「スクーリング（解説講義）」
で、名大入試での頻出問題の解説、攻略法や答案の作成法をアドバイスします。

「名大入試オープン」（年2回実施）＋
                                スクーリング（解説講義）

第1回 名大入試オープン：  8月14日（日）実施
第2回 名大入試オープン：11月13日（日）実施

詳しくは
こちら▶▶

名古屋大学をめざすキミへ
大学の基本情報だけでなく、河合塾講師による入試で問われる
ポイントも動画で公開中！

第48回 理学部の講演者・大学院生の研究内容をご紹介します。

プロフィール
1971年生まれ。1999年3月九州大学大学院数理学研究科博士後期
課程単位取得退学。
1999年9月 九州大学より博士（数理学）取得。
1999年4月 広島大学理学部助手、2002年4月九州大学大学院数理
学研究院助教授（准教授）を経て、2017年10月より現職。

量子力学の誕生以後と思いますが、「非可換数」の研究が重要に
なっています。非可換数というのは「aかけるb」と「bかけるa」の結果が
異なり得る数概念のことです。私が研究している作用素環論は、大雑把
には、微分積分の先に広がる解析学の立場から非可換数を研究する
分野です。最近の私は非可換数が顔を見せる確率概念に関わる現象
を研究することで、既存の視点を超えた新しい何かを作用素環論に加え
ようと試みています。

全ての多細胞生物は、受精卵という一つの細胞から発生しています。成長
に伴い細胞分裂と細胞分化を繰り返して様々な組織を形成し、個体へと成長
します。しかし、ただ無秩序に細胞分裂を繰り返すだけでは生物を形成すること
はできません。正しい位置に正しい種類の細胞を配置するために、細胞同士は
コミュニケーションを行っているということはご存知でしょうか？そのコミュニケー
ションは情報を伝達する小分子とそれを受け取る受容体タンパク質によって行
われています。私は植物の維管束形成でコミュニケーションの鍵となる、受容体
タンパク質の研究を行っています。                  （名古屋大学 理学部出身）

植田 好道教授 研究トピックス

大学院生の研究内容：植物発生遺伝学 大学院生の研究内容：物理化学、ナノ材料化学

カーボンナノチューブと呼ばれる材料をご存じでしょうか？炭素原子
をシート状に並べたものを丸めて、筒状の構造にしたものです。その
太さは髪の毛の1万分の1と極めて細いのですが、非常に電気を流し
やすく、柔軟性にも優れています。最近では、自由自在に曲げられる
電子製品を作るときにカーボンナノチューブが使えるのでは？と注目
が集まっていますが、なかなか難しいのが現状です。そこで私は、カー
ボンナノチューブを電子デバイスに加工する上で生じる課題を解決
するべく、研究に取り組んでいます。　   （名古屋大学 理学部出身）

（高1生）

（保護者）

（中学生）

（高3生）

理学部の範疇の広さに驚きました。

自分にあった道、向いている大学、

学部・学科をさがしてみたいと

強く感じました。

学部、研究室でのスケジュールが大学生活の

イメージ作りに役立って良かったです。
                                                             （高2生）

実際の大学院生の生活や体験談を

聞くことができ、今の勉強が

後々役に立つことがわかって

良かったです。 大学院生によるお話は、

数学の研究をしている人がどんな中学・高校生活を

送ってきたか、大学ではどうしているかが

わかりやすかったです。高校生目線で

「伝えたいことがたくさんある！」という院生の方の

想いが伝わってきました。    （保護者）

名大理学部とはどんなところ

なのかが、より深く知れたので

良かったです。

●理学部で研究者になる人の
割合
●学部・修士・博士課程の
研究の違い
●名古屋大学ならではの強み
●研究する専門分野は
どのように思いついたか
●取得できる資格
●院試について
●将来の進路や
就職状況について
　　　　　　　　　etc...

自分の興味があることについて

とことん研究できる環境があるのは、

とてもすばらしいなと思いました。
                                                 （高卒生）


